
（4）延命治療は行わず「自然にまかせてほし
い」が91.1％
高齢者の延命治療の希望についてみると、65
歳以上で「少しでも延命できるよう、あらゆる
医療をしてほしい」と回答した人の割合は4.7％
と少なく、一方で「延命のみを目的とした医療
は行わず、自然にまかせてほしい」と回答した
人の割合は91.1％と9割を超えた（図1－2－3
－20）。

4　高齢者の就業

（1）高齢者の就業状況
ア　60歳を過ぎても働く高齢者
高齢者の就業状況についてみると、男性の場
合、就業者の割合は、55～59歳で89.7％、60～
64歳で72.7％、65～69歳で49.0％となっており、
60歳を過ぎても、多くの高齢者が就業してい
る。また、不就業者では、60～64歳の不就業
者（27.3％）のうち3割以上の人が、65～69歳
の不就業者（51.0％）のうち2割以上の人が、
それぞれ就業を希望している。また、女性の就

業者の割合は、55～59歳で65.0％、60～64歳
で47.3％、65～69歳で29.8％となっている（図
1－2－4－1）。

イ　65歳以上の雇用者は増加
全産業の雇用者数の推移をみると、平成25

（2013）年時点で60～64歳の雇用者は459万人、
65歳以上の雇用者は375万人となっており、65
歳以上の雇用者は増加している（図1－2－4
－2）。

ウ　60歳を境に非正規雇用者率が上昇
会社などの役員を除く雇用者について高齢期
の雇用形態をみると、男性の場合、非正規職
員・従業員の比率は55～59歳で14.3％である
が、60～64歳で57.1％、65～69歳で74.4％と、
60歳を境に大幅に上昇している。一方、女性
の場合、同比率は55～59歳で62.9％、60～64
歳で76.5％、65～69歳で78.0％となっており、
男性と比較して上昇幅は小さいものの、やはり
60歳を境に非正規職員・従業員比率は上昇し
ている（図1－2－4－3）。

図1－2－3－20 　延命治療に対する考え方
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わからないその他延命のみを目的とした医療は行わず、自然にまかせてほしい
少しでも延命できるよう、あらゆる医療をしてほしい

資料：内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」（平成24年）
（注1）対象は、全国65歳以上の男女
（注2）質問は次のとおり。「万一、あなたの病気が治る見込みがなく、死期が近くなった場合、延命のための医療を受けることについてどう

思いますか。この中から1つだけお答えください。」
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